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KEC関西電子工業振興センター

創立60周年のあゆみ

To try for the 100th anniversary
創立100年への決意とビジョン

『創立６０周年を迎えて』
一般社団法人KEC関西電子工業振興センター
会長　宮部 義幸

　当センターは1961年に発足し、本年2021年で

創立60周年を迎えました。この60周年という節目

を機に「創立60周年のあゆみ」をまとめさせて

いただきました。

　この間、多くの関係者の方々の、その設立の趣

旨に基づく熱心なご尽力のおかげで施設、内容と

も着 と々充実し、会員の方々に大いに活用いただ

いてまいりましたことに深く感謝申し上げます。

　当センターは、電子工業に関する技術と生産

性と品質の向上に向けた活動を行うことにより、

電子工業の振興を図り、日本経済の発展に寄与

するという目的で設立されました。

　振り返ってみますと、設立当初は、部品の信頼

性向上のための試験整備・研究からスタートし、

その後、電子機器のIC化、デジタル化に伴う不

要輻射妨害対策の必要性の増加に合わせ、生

駒電波測定所（当時奈良県生駒郡）を建設しま

した。建設にあたっては、会員の皆様方及び通

商産業省（現、経済産業省）から格別のご支援

をいただき、その結果EMCの試験・研究施設と

しては非常に充実した国内有数のものとなりま

した。その後も継続的に、各大学、各会員会社

及び関連団体のご尽力により、EMC分野にお

いては、世界トップレベルの試験・研究施設とし

ての地位を堅持し続けています。

　また、設立当初より共同研究や技術者の育成

のための技術講座やセミナー等の開催にも積極

的に取組んでまいりました。特に、技術者の価値

を向上する手段として、世界で唯一無二のEMC技

術者資格であるiNARTE資格の日本導入も実現

し、有資格者の数は製品安全資格も含め1500人

以上となっています。

　現在では、会員数も200社を優に超え、関西地

域はもとより日本全体にその事業活動を展開で

きていることは、先輩の皆様方のご慧眼に敬服

いたすとともに会員の皆様方のご芳情によるもの

と感謝いたします。

　今、世界はコロナ禍という100年に一度の災禍

に見舞われています。そのような中ではあります

が、ＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータ、ロボット、自動運転など

多岐にわたる分野で様 な々技術革新が行われる

第4次産業革命の真っただ中でもあります。加え

て、脱炭素社会実現に向けたGX（グリーントラン

スフォーメーション）ついても、各企業にとっては

待ったなしの状況であります。当センターといたし

ましても、このような大きな変革の中にある会員

の皆様が取組まれる新たな製品の開発や共通

課題に対して、お役立ちを拡大できる活動を継続

してまいりますので、引き続き積極的なご活用を

よろしくお願いいたします。

　創立60周年を迎え、会員の皆様をはじめ、関

係省庁、各大学、関係団体、そして諸先輩各位の

ご指導に改めて感謝申し上げますとともに、次な

る70年、80年ひいては100年に向けて当センター

に、旧に倍するご指導、お力添えを賜りますよう

お願い申し上げます。

KEC関西電子工業振興センター
本部及びけいはんな試験センター
〒619-0237
京都府相楽郡精華町光台3丁目2番地2

生駒第1試験サイト
〒630-0101
奈良県生駒市高山町12128

生駒第2試験サイト
〒630-0101
奈良県生駒市高山町10630

会員数の推移（年度末時点）

主要導入設備
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リバブレーションチャンバー
2020

一般社団法人
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・生駒電波測定所設立、30m法 OATS

・シールド材評価装置 KEC法開発

・第5 OATS、CISPR20イミュニティ設備

・MIL試験設備

・第3、第4 OATS (ANSI対応)改修

・小型FAR第5電波暗室

・車載用電波暗室

・車載レーダーパルスイミュニティシステム

・FAR対応 3m法電波暗室

・1500W大型アンプ

・72kVA大型電源

・シールド材評価装置 GHｚ KEC法特許取得

・西日本初リバブレーションチャンバー

・電磁環境計測センター（現、生駒第１試験サイト）設立
・10m法電波暗室

・けいはんな試験センター（E1棟）設立
・10m法電波暗室、車載電波暗室

・けいはんな試験センター（E2棟）設立
・3m法電波暗室、車載電波暗室

・生駒第２試験サイト設立
・3m法電波暗室

一般社団法人ＫＥＣ関西電子工業振興センターの母体となる

社団法人関西電子工業振興センターは、

業界の主要メーカ24社が設立発起人となって、

昭和36年1月31日に設立されました。

この度、創立60年という節目の年を迎えることができましたのも、

これまで様々な形で、我々を支えてくださった会員各社、大学及び

関連団体の皆様のおかげであり、厚く御礼申し上げます。

我々を取り巻く環境変化のスピードは、時を重ねる度に

加速度的に速くなっています。　

会員の皆様が抱える課題に対してのお役立ちをこれからも継続できるよう、

試験環境や研究環境の変化に適した設備や体制を整えることにより、

創立100年に向けて、職員一同全力で取り組む決意です。

これからも皆様方の温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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1969

1983

1984

1985

1990

1993

1997

2001

2003

2005

2006

2007

2012

2013

2014

2017

2020

・生駒電波測定所設立、30m法 OATS

・シールド材評価装置 KEC法開発

・第5 OATS、CISPR20イミュニティ設備

・MIL試験設備

・第3、第4 OATS (ANSI対応)改修

・小型FAR第5電波暗室

・車載用電波暗室

・車載レーダーパルスイミュニティシステム

・FAR対応 3m法電波暗室

・1500W大型アンプ

・72kVA大型電源

・シールド材評価装置 GHｚ KEC法特許取得

・西日本初リバブレーションチャンバー

・電磁環境計測センター（現、生駒第１試験サイト）設立
・10m法電波暗室

・けいはんな試験センター（E1棟）設立
・10m法電波暗室、車載電波暗室

・けいはんな試験センター（E2棟）設立
・3m法電波暗室、車載電波暗室

・生駒第２試験サイト設立
・3m法電波暗室

一般社団法人ＫＥＣ関西電子工業振興センターの母体となる

社団法人関西電子工業振興センターは、

業界の主要メーカ24社が設立発起人となって、

昭和36年1月31日に設立されました。

この度、創立60年という節目の年を迎えることができましたのも、

これまで様々な形で、我々を支えてくださった会員各社、大学及び

関連団体の皆様のおかげであり、厚く御礼申し上げます。

我々を取り巻く環境変化のスピードは、時を重ねる度に

加速度的に速くなっています。　

会員の皆様が抱える課題に対してのお役立ちをこれからも継続できるよう、

試験環境や研究環境の変化に適した設備や体制を整えることにより、

創立100年に向けて、職員一同全力で取り組む決意です。

これからも皆様方の温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

207mm 207mm210mm 210mmE 8頁観音折本文　表面 中右 H4 H1 中左
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History of KEC 社団法人
関西電子工業振興センター

一般社団法人
KEC関西電子工業振興センター

2006 2017

大阪府立工業奨励館内に
電子工業技術センター竣工

1961 1961-2010

サテライトオフィス本部

2020-

拠点・設備変遷

10m法オープンサイト 3基（ANSI対応）
10m法オープンサイト 1基
3m法オープンサイト 1基
簡易電波暗室 1基

MIL用小型電波暗室 1基
簡易FAR電波暗室 1基
シールド室 2基
CISPR20専用室 1基

生駒電波測定所（1969-2008）

電磁環境計測センター（現、生駒第1試験サイト）（1993-）

電子会館（現、DKビル）

10m法電波暗室 1基　　
車載用電波暗室 1基
簡易電波暗室 1基
シールド室 1基

[竣工時] [竣工時]

10m法電波暗室 1基
シールド室 1基

生駒第2試験サイト（2001-）

3m法電波暗室 1基
シールド室 1基

けいはんな試験センター（E1棟）（2006-）

10m法電波暗室 1基　　
車載用電波暗室 4基
3m法電波暗室 1基
シールド室 4基

[竣工時]
10m法電波暗室 1基
車載用電波暗室 2基　
シールド室 1基　

けいはんな試験センター（E2棟）（2017-） けいはんな試験センター（E3棟）

リバブレーションチャンバー10m法電波暗室3m法電波暗室

10m法オープンサイト（ANSI対応）

3m法オープンサイト

歴代会長・副会長

松下 幸之助 会長
（松下電器産業）
1961‐1989

谷井 昭雄 会長
（松下電器産業）
1989‐1993

森下 洋一 会長
（松下電器産業）
1993‐2006

中村 邦夫 会長
（松下電器産業/パナソニック）

2006‐2009

古池 進 会長
（パナソニック）
2009‐2013

宮部 義幸 会長
（パナソニック）
2013‐

役員会社変遷

小島 祐一 副会長
（村田製作所）

2014-2017

岩坪 浩 副会長
（村田製作所）

2017-

北岡 光夫 副会長
（島津製作所）

2017-

小川 立夫 副会長
（パナソニック）

2018-

宮部 義幸 副会長
（パナソニック）

2009-2013

林 元日古 副会長
（シャープ）

2009-2013

滋野 安広 副会長
（ホシデン）

2009-

家木 英治 副会長
（村田製作所）

2013-2014

（シャープ）
水嶋 繁光 副会長 2013-2016

古池 進 副会長
（松下電器産業/パナソニック）

2005-2009

佐野 精一郎  副会長
（三洋電機）

2007-2009

今仲 行一 副会長
（オムロン）

2009-2010

（三洋電機）
津田 信哉 副会長 2009-2011

1995-2009立石 義雄 副会長
（オムロン）

1995-2009古橋 健士 副会長
（ホシデン）

1996-1997田原 久雄 副会長
（松下電器産業）

1997-2000杉山 一彦 副会長
（松下電器産業）

1998-2000
（三洋電機）
近藤 定雄 副会長

1986-1996豊永 惠哉 副会長
（松下電器産業）

1986-1998辻 晴雄 副会長
（シャープ）

1988-1993井植 敏 副会長
（三洋電機）

1991-1995立石 孝雄 副会長
（オムロン）

1993-1998
（三洋電機）
高野 泰明 副会長

1971-1982松尾 正夫 副会長
（松尾電機）

1972-1986佐伯 旭 副会長
（シャープ）

1975-1988井植 薫 副会長
（三洋電機）

1976-1986国信 太郎 副会長
（松下電子部品）

1986-1991
（星電器製造）
古橋 了 副会長

1961-1967井植 歳男 副会長
（三洋電機）

1961-1971岡上 新太郎  副会長
（三岡電機製作所）

1961-1972早川 徳次 副会長
（早川電機工業）

1961-1995村田 昭 副会長
（村田製作所）

1967-1975
（三洋電機）
井植 祐郎 副会長

町田 勝彦 副会長
（シャープ）

1998-2007

村山 敦 副会長
（松下電器産業）

2000-2003

桑野 幸徳 副会長
（三洋電機）

2000-2005

田中 宰 副会長
（松下電器産業）

2003-2005

（三洋電機）
井植 敏雅 副会長 2005-2007

早川電機工業→シャープ　副会長 1961-2017

松下電器産業→パナソニック　会長 1961-

専務理事  松下電器産業→パナソニック 1977-

三洋電機　副会長 1961-2011

村田製作所　副会長 1961-1995

三岡電機製作所　副会長 1961-1971

星電器製造→ホシデン　理事 1961-1986

日本電子機械工業会→電子情報技術産業協会　理事 1961-2010

日本電子工業振興協会→電磁環境試験所認定センター　理事 1961-2010

三菱電機　理事 1961-

関西二井製作所→日本コンデンサー工業→ニチコン　理事 1961-

田淵電機→ダイヤモンドエレクトリックホールディングス　理事 1961-

ハイペック→日本電音　理事 1961-

新日本電気→関西日本電気　理事 1961-2000

東亜特殊電機→ＴＯＡ　理事 1968-

船井電機　理事 1975-1979

松下電子工業　理事 1975-2001

日本電子機械工業会関西支部→電子情報技術産業協会関西支部　理事 1975-2010

日本電子部品信頼性センター　理事 1975-2010

立石電機→オムロン　理事 1965-1991

ＤＸアンテナ　理事 1965-2013

神栄　理事 1965-1999

松下電子部品→パナソニックエレクトロニックデバイス　理事 1976-1981

島津製作所　理事 1961-2017

理事 1971-2000

理事 2017-

副会長 2017-

理事 1995-2013

理事 1999-

真生印刷　監事 1999-2013

関西電力　監事 1998-2000

上村工業　監事 2000-2003

ザ・パック　監事 2003-2006

日本ファスナー　監事 2006-2011

新コスモス電機　理事 2000-

北川工業　理事 2000-2017

九州松下電器テストラボ→パナソニックＣＣテストラボ　理事 2001-2008

パナソニックＥＶエナジー→プライムアースＥＶエナジー　理事 2003-2013

電子会館　理事 2004-2010

ヤンマー→ヤンマーホールディングス　理事 2018-

アイコム　監事 2018-

理事 2019-

古野電気　監事 1997-1999

オンキョー　監事 1976-1994

理事 1997-2010

理事 1998-2005

副会長 1986-2013

副会長 1971-1982 理事 1982-2004

理事 1985-

松尾電機　理事 1961-1971

ローム　監事 1976-1997

副会長 1981-1986 理事 1986-2008

副会長 1986-

副会長 1991-2010

副会長 2018-

副会長 2013-

三社電機製作所　監事 2011-2019

タバイエスペック　監事 1994-1998

1961

2001

1969 2008

計測専門委員会 1961-1997
富平 徳雄（松下電器産業）

委員会活動の変遷 / 委員長

真常 良雄（三洋電機） 杉本 幸雄（松下電器産業） 瀬戸 信二（三菱電機）

2005年設立（EMC専門委員会から独立）

研究専門委員会 1961-

EMC専門委員会 1998-

佐々木 玲一（近畿大学、元近畿大学） 池田 哲夫（名古屋工業大学） 和田 修己（京都大学）

佐治 賢吉（フォックスケミコン） 高木 一夫（早川電機） 菅田 栄治（大阪大学、大阪電気通信大学） 滑川 敏彦（姫路獨協大学） 西原 浩（大阪大学、放送大学） 岡村 康行（大阪大学、
国立研究法人量子科学技術研究開発機構）

情報専門委員会 1961-2002
古橋 了（星電器製造） 佐藤 賛郎（星電器製造） 稲田 健三（三洋電機） 仲井 聰（田淵電機）

宇治 幸朝(シャープ)

柿本 光敏（シャープ）

幸 実（シャープ）

粕渕 健（シャープ） 大橋 幹雄（シャープ） 北村 幸造（シャープ）広瀬 浩一(シャープ)

古川 幸信(シャープ)

製品安全専門委員会 2008-
2008年設立

NARTE/Japan専門委員会 2005-2007　　iNARTE/Japan専門委員会 2008-

佐々木 玲一（元近畿大学） 池田 哲夫（名古屋工業大学） 舟木 剛（大阪大学）

賀好 宣捷(シャープ)

（シャープ）
2007-2009　山 幹雄 副会長

エスペック　監事 2014-

訓練専門委員会 1961-1974
山野 幸男（山野電機） 山口 信一（ラックス）

1960 1970 1990 20101980 2000 2020

EMC専門委員会として再編 1998年設立

常務理事  日本放送協会 1961-1965　近畿通商産業局 1966-1974 松下電器産業 1975-1976　　近畿通商産業局 1977-2003 松下電器産業→パナソニック 2004-2008 三菱電機 2009-

In  the Future . . .

3m法電波暗室 1基
車載用電波暗室 1基

3m法電波暗室 1基
車載用電波暗室 1基
リバブレーションチャンバー 1基

大東音響　理事 1979-1985

1993

建設計画検討中

207mm 207mm210mm 210mm中1 中2 右左E 8頁観音折本文　中面
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History of KEC 社団法人
関西電子工業振興センター

一般社団法人
KEC関西電子工業振興センター

2006 2017

大阪府立工業奨励館内に
電子工業技術センター竣工

1961 1961-2010

サテライトオフィス本部

2020-

拠点・設備変遷

10m法オープンサイト 3基（ANSI対応）
10m法オープンサイト 1基
3m法オープンサイト 1基
簡易電波暗室 1基

MIL用小型電波暗室 1基
簡易FAR電波暗室 1基
シールド室 2基
CISPR20専用室 1基

生駒電波測定所（1969-2008）

電磁環境計測センター（現、生駒第1試験サイト）（1993-）

電子会館（現、DKビル）

10m法電波暗室 1基　　
車載用電波暗室 1基
簡易電波暗室 1基
シールド室 1基

[竣工時] [竣工時]

10m法電波暗室 1基
シールド室 1基

生駒第2試験サイト（2001-）

3m法電波暗室 1基
シールド室 1基

けいはんな試験センター（E1棟）（2006-）

10m法電波暗室 1基　　
車載用電波暗室 4基
3m法電波暗室 1基
シールド室 4基

[竣工時]
10m法電波暗室 1基
車載用電波暗室 2基　
シールド室 1基　

けいはんな試験センター（E2棟）（2017-） けいはんな試験センター（E3棟）

リバブレーションチャンバー10m法電波暗室3m法電波暗室

10m法オープンサイト（ANSI対応）

3m法オープンサイト

歴代会長・副会長

松下 幸之助 会長
（松下電器産業）
1961‐1989

谷井 昭雄 会長
（松下電器産業）
1989‐1993

森下 洋一 会長
（松下電器産業）
1993‐2006

中村 邦夫 会長
（松下電器産業/パナソニック）

2006‐2009

古池 進 会長
（パナソニック）
2009‐2013

宮部 義幸 会長
（パナソニック）
2013‐

役員会社変遷

小島 祐一 副会長
（村田製作所）

2014-2017

岩坪 浩 副会長
（村田製作所）

2017-

北岡 光夫 副会長
（島津製作所）

2017-

小川 立夫 副会長
（パナソニック）

2018-

宮部 義幸 副会長
（パナソニック）

2009-2013

林 元日古 副会長
（シャープ）

2009-2013

滋野 安広 副会長
（ホシデン）

2009-

家木 英治 副会長
（村田製作所）

2013-2014

（シャープ）
水嶋 繁光 副会長 2013-2016

古池 進 副会長
（松下電器産業/パナソニック）

2005-2009

佐野 精一郎  副会長
（三洋電機）

2007-2009

今仲 行一 副会長
（オムロン）

2009-2010

（三洋電機）
津田 信哉 副会長 2009-2011

1995-2009立石 義雄 副会長
（オムロン）

1995-2009古橋 健士 副会長
（ホシデン）

1996-1997田原 久雄 副会長
（松下電器産業）

1997-2000杉山 一彦 副会長
（松下電器産業）

1998-2000
（三洋電機）
近藤 定雄 副会長

1986-1996豊永 惠哉 副会長
（松下電器産業）

1986-1998辻 晴雄 副会長
（シャープ）

1988-1993井植 敏 副会長
（三洋電機）

1991-1995立石 孝雄 副会長
（オムロン）

1993-1998
（三洋電機）
高野 泰明 副会長

1971-1982松尾 正夫 副会長
（松尾電機）

1972-1986佐伯 旭 副会長
（シャープ）

1975-1988井植 薫 副会長
（三洋電機）

1976-1986国信 太郎 副会長
（松下電子部品）

1986-1991
（星電器製造）
古橋 了 副会長

1961-1967井植 歳男 副会長
（三洋電機）

1961-1971岡上 新太郎  副会長
（三岡電機製作所）

1961-1972早川 徳次 副会長
（早川電機工業）

1961-1995村田 昭 副会長
（村田製作所）

1967-1975
（三洋電機）
井植 祐郎 副会長

町田 勝彦 副会長
（シャープ）

1998-2007

村山 敦 副会長
（松下電器産業）

2000-2003

桑野 幸徳 副会長
（三洋電機）

2000-2005

田中 宰 副会長
（松下電器産業）

2003-2005

（三洋電機）
井植 敏雅 副会長 2005-2007

早川電機工業→シャープ　副会長 1961-2017

松下電器産業→パナソニック　会長 1961-

専務理事  松下電器産業→パナソニック 1977-

三洋電機　副会長 1961-2011

村田製作所　副会長 1961-1995

三岡電機製作所　副会長 1961-1971

星電器製造→ホシデン　理事 1961-1986

日本電子機械工業会→電子情報技術産業協会　理事 1961-2010

日本電子工業振興協会→電磁環境試験所認定センター　理事 1961-2010

三菱電機　理事 1961-

関西二井製作所→日本コンデンサー工業→ニチコン　理事 1961-

田淵電機→ダイヤモンドエレクトリックホールディングス　理事 1961-

ハイペック→日本電音　理事 1961-

新日本電気→関西日本電気　理事 1961-2000

東亜特殊電機→ＴＯＡ　理事 1968-

船井電機　理事 1975-1979

松下電子工業　理事 1975-2001

日本電子機械工業会関西支部→電子情報技術産業協会関西支部　理事 1975-2010

日本電子部品信頼性センター　理事 1975-2010

立石電機→オムロン　理事 1965-1991

ＤＸアンテナ　理事 1965-2013

神栄　理事 1965-1999

松下電子部品→パナソニックエレクトロニックデバイス　理事 1976-1981

島津製作所　理事 1961-2017

理事 1971-2000

理事 2017-

副会長 2017-

理事 1995-2013

理事 1999-

真生印刷　監事 1999-2013

関西電力　監事 1998-2000

上村工業　監事 2000-2003

ザ・パック　監事 2003-2006

日本ファスナー　監事 2006-2011

新コスモス電機　理事 2000-

北川工業　理事 2000-2017

九州松下電器テストラボ→パナソニックＣＣテストラボ　理事 2001-2008

パナソニックＥＶエナジー→プライムアースＥＶエナジー　理事 2003-2013

電子会館　理事 2004-2010

ヤンマー→ヤンマーホールディングス　理事 2018-

アイコム　監事 2018-

理事 2019-

古野電気　監事 1997-1999

オンキョー　監事 1976-1994

理事 1997-2010

理事 1998-2005

副会長 1986-2013

副会長 1971-1982 理事 1982-2004

理事 1985-

松尾電機　理事 1961-1971

ローム　監事 1976-1997

副会長 1981-1986 理事 1986-2008

副会長 1986-

副会長 1991-2010

副会長 2018-

副会長 2013-

三社電機製作所　監事 2011-2019

タバイエスペック　監事 1994-1998

1961

2001

1969 2008

計測専門委員会 1961-1997
富平 徳雄（松下電器産業）

委員会活動の変遷 / 委員長

真常 良雄（三洋電機） 杉本 幸雄（松下電器産業） 瀬戸 信二（三菱電機）

2005年設立（EMC専門委員会から独立）

研究専門委員会 1961-

EMC専門委員会 1998-

佐々木 玲一（近畿大学、元近畿大学） 池田 哲夫（名古屋工業大学） 和田 修己（京都大学）

佐治 賢吉（フォックスケミコン） 高木 一夫（早川電機） 菅田 栄治（大阪大学、大阪電気通信大学） 滑川 敏彦（姫路獨協大学） 西原 浩（大阪大学、放送大学） 岡村 康行（大阪大学、
国立研究法人量子科学技術研究開発機構）

情報専門委員会 1961-2002
古橋 了（星電器製造） 佐藤 賛郎（星電器製造） 稲田 健三（三洋電機） 仲井 聰（田淵電機）

宇治 幸朝(シャープ)

柿本 光敏（シャープ）

幸 実（シャープ）

粕渕 健（シャープ） 大橋 幹雄（シャープ） 北村 幸造（シャープ）広瀬 浩一(シャープ)

古川 幸信(シャープ)

製品安全専門委員会 2008-
2008年設立

NARTE/Japan専門委員会 2005-2007　　iNARTE/Japan専門委員会 2008-

佐々木 玲一（元近畿大学） 池田 哲夫（名古屋工業大学） 舟木 剛（大阪大学）

賀好 宣捷(シャープ)

（シャープ）
2007-2009　山 幹雄 副会長

エスペック　監事 2014-

訓練専門委員会 1961-1974
山野 幸男（山野電機） 山口 信一（ラックス）

1960 1970 1990 20101980 2000 2020

EMC専門委員会として再編 1998年設立

常務理事  日本放送協会 1961-1965　近畿通商産業局 1966-1974 松下電器産業 1975-1976　　近畿通商産業局 1977-2003 松下電器産業→パナソニック 2004-2008 三菱電機 2009-

In  the Future . . .

3m法電波暗室 1基
車載用電波暗室 1基

3m法電波暗室 1基
車載用電波暗室 1基
リバブレーションチャンバー 1基

大東音響　理事 1979-1985

1993

建設計画検討中
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一般社団法人

KEC関西電子工業振興センター

創立60周年のあゆみ

To try for the 100th anniversary
創立100年への決意とビジョン

『創立６０周年を迎えて』
一般社団法人KEC関西電子工業振興センター
会長　宮部 義幸

　当センターは1961年に発足し、本年2021年で

創立60周年を迎えました。この60周年という節目

を機に「創立60周年のあゆみ」をまとめさせて

いただきました。

　この間、多くの関係者の方々の、その設立の趣

旨に基づく熱心なご尽力のおかげで施設、内容と

も着 と々充実し、会員の方々に大いに活用いただ

いてまいりましたことに深く感謝申し上げます。

　当センターは、電子工業に関する技術と生産

性と品質の向上に向けた活動を行うことにより、

電子工業の振興を図り、日本経済の発展に寄与

するという目的で設立されました。

　振り返ってみますと、設立当初は、部品の信頼

性向上のための試験整備・研究からスタートし、

その後、電子機器のIC化、デジタル化に伴う不

要輻射妨害対策の必要性の増加に合わせ、生

駒電波測定所（当時奈良県生駒郡）を建設しま

した。建設にあたっては、会員の皆様方及び通

商産業省（現、経済産業省）から格別のご支援

をいただき、その結果EMCの試験・研究施設と

しては非常に充実した国内有数のものとなりま

した。その後も継続的に、各大学、各会員会社

及び関連団体のご尽力により、EMC分野にお

いては、世界トップレベルの試験・研究施設とし

ての地位を堅持し続けています。

　また、設立当初より共同研究や技術者の育成

のための技術講座やセミナー等の開催にも積極

的に取組んでまいりました。特に、技術者の価値

を向上する手段として、世界で唯一無二のEMC技

術者資格であるiNARTE資格の日本導入も実現

し、有資格者の数は製品安全資格も含め1500人

以上となっています。

　現在では、会員数も200社を優に超え、関西地

域はもとより日本全体にその事業活動を展開で

きていることは、先輩の皆様方のご慧眼に敬服

いたすとともに会員の皆様方のご芳情によるもの

と感謝いたします。

　今、世界はコロナ禍という100年に一度の災禍

に見舞われています。そのような中ではあります

が、ＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータ、ロボット、自動運転など

多岐にわたる分野で様 な々技術革新が行われる

第4次産業革命の真っただ中でもあります。加え

て、脱炭素社会実現に向けたGX（グリーントラン

スフォーメーション）ついても、各企業にとっては

待ったなしの状況であります。当センターといたし

ましても、このような大きな変革の中にある会員

の皆様が取組まれる新たな製品の開発や共通

課題に対して、お役立ちを拡大できる活動を継続

してまいりますので、引き続き積極的なご活用を

よろしくお願いいたします。

　創立60周年を迎え、会員の皆様をはじめ、関

係省庁、各大学、関係団体、そして諸先輩各位の

ご指導に改めて感謝申し上げますとともに、次な

る70年、80年ひいては100年に向けて当センター

に、旧に倍するご指導、お力添えを賜りますよう

お願い申し上げます。

KEC関西電子工業振興センター
本部及びけいはんな試験センター
〒619-0237
京都府相楽郡精華町光台3丁目2番地2

生駒第1試験サイト
〒630-0101
奈良県生駒市高山町12128

生駒第2試験サイト
〒630-0101
奈良県生駒市高山町10630

会員数の推移（年度末時点）

主要導入設備

車載レーダーパルスイミュニティシステム
2005

10m法電波暗室
1993

シールド材評価装置 GHz  KEC法特許取得
2014

リバブレーションチャンバー
2020

一般社団法人

30m法 OATS（Open Area Test Site）
1969

シールド材評価装置 KEC法開発
1983
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1969

1983

1984

1985

1990

1993

1997

2001

2003

2005

2006

2007

2012

2013

2014

2017

2020

・生駒電波測定所設立、30m法 OATS

・シールド材評価装置 KEC法開発

・第5 OATS、CISPR20イミュニティ設備

・MIL試験設備

・第3、第4 OATS (ANSI対応)改修

・小型FAR第5電波暗室

・車載用電波暗室

・車載レーダーパルスイミュニティシステム

・FAR対応 3m法電波暗室

・1500W大型アンプ

・72kVA大型電源

・シールド材評価装置 GHｚ KEC法特許取得

・西日本初リバブレーションチャンバー

・電磁環境計測センター（現、生駒第１試験サイト）設立
・10m法電波暗室

・けいはんな試験センター（E1棟）設立
・10m法電波暗室、車載電波暗室

・けいはんな試験センター（E2棟）設立
・3m法電波暗室、車載電波暗室

・生駒第２試験サイト設立
・3m法電波暗室

一般社団法人ＫＥＣ関西電子工業振興センターの母体となる

社団法人関西電子工業振興センターは、

業界の主要メーカ24社が設立発起人となって、

昭和36年1月31日に設立されました。

この度、創立60年という節目の年を迎えることができましたのも、

これまで様々な形で、我々を支えてくださった会員各社、大学及び

関連団体の皆様のおかげであり、厚く御礼申し上げます。

我々を取り巻く環境変化のスピードは、時を重ねる度に

加速度的に速くなっています。　

会員の皆様が抱える課題に対してのお役立ちをこれからも継続できるよう、

試験環境や研究環境の変化に適した設備や体制を整えることにより、

創立100年に向けて、職員一同全力で取り組む決意です。

これからも皆様方の温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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